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令和2年6月14日(1) 大阪本苑だより

一
日
も
早
く　
も
と
の
生
活
を
と
願
い

　

 

大
阪
本
苑
５
月
月
次
祭
執
行

　

緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る

中
、
５
月
の
月
次
祭
は
、
５
月
１０
日
午
前
１０
時

、
斎
主
伊
藤
香
祭
務
担
当
参
事
の
も
と
、
厳
粛

に
執
行
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
策
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の

執
行
と
な
っ
た
。

　

祭
典
は
、祓
式
行
事
、斎
主
「
月
次
祭
祝
詞
・
誕

生
祭
祝
詞
」
を
奏
上
、
玉
串
捧
奠
は
、
斎
主
、
宣

伝
使
代
表
、
各
代
表
、
参
拝
者
代
表
が
捧
げ
、
斎

主
先
達
、
神
言
奏
上
、
讃
美
歌
斉
唱
で
終
え
た
。

　

続
い
て
、
乙
姫
様
月
次
祭
を
執
行
。「
乙
姫

様
月
次
祭
祝
詞
」、
天
津
祝
詞
を
奏
上
。

石
川
イ
ツ
子
芸
術
担
当
参
事
に
よ
る
「
お
ほ
も
と

し
ん
ゆ
」
拝
読
で
月
次
祭
祭
典
は
終
了
。

　

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終

息
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

早
期
終
息
祈
願
祝
詞
」、
神
言
を
三
回
奏
上
し

て
祈
願
し
た
。

　

本
苑
長
挨
拶
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

肺
炎
感
染
は
、
大
阪
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
な
の
で
帰
宅
の
際

は
手
洗
い
・
う
が
い
を
心
が
け
、
そ
し
て
日
々

ご
神
書
を
拝
読
し
御
魂
磨
き
に
精
を
出
し
ま
し

ょ
う
。
み
ろ
く
の
世
が
到
来
す
る
ま
で
に
は
人

類
が
避
け
て
通
れ
な
い
大
激
動
期
が
あ
る
と
の

お
示
し
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
不
自
由
な

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事

を
善
意
に
解
釈
し
、
神
さ
ま
か
ら
与
え
て
い
た

だ
い
た
貴
重
な
時
間
と
考
え
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
今
一
度
、
歴
代
教
主
さ
ま

に
神
習
わ
し
て
い
た
だ
き
神
さ
ま
を
中
心
と
し

た
祈
り
の
生
活
を
極
め
て
い
き
、
同
じ
思
い
の

人
達
と
手
を
携
え
こ
の
試
練
を
共
に
乗
り
越
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
と
述
べ
、
午
後
か

ら
の
「
綾
の
郷
整
備
事
業
説
明
会
」
の
ラ
イ
ブ

配
信
の
案
内
を
し
、
大
変
な
状
況
で
は
あ
る
が

、
こ
の
度
の
尊
い
ご
用
に
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
ょ
う
と
熱
い
気
持
ち
を
伝
え
た
。

西
野
静
枝
直
心
会
担
当
参
事
に
よ
る
お
知
ら
せ

で
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

　

規
模
を
縮
小
し
て
の
執
行
だ
っ
た
が
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
祭
典
と
な
っ
た
。

【
参
考
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
外
出
自
粛
、

世
界
の
工
場
が
一
部
停
止
し
た
こ
と
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
３０
％
削
減
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
宇

宙
か
ら
見
た
地
球
が
明
ら
か
に
き
れ
い
に
な
っ

て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る
。
世
界
各
国
が
自
国

第
一
主
義
、
対
立
を
止
め
、
協
調
、
共
生
主
義

に
向
か
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、「
人
類
が
、
地
球
を

粗
末
に
扱
っ
た
こ
と
に
自
然
が
反
応
し
た
」

「
神
は
常
に
（
人
の
過
ち
を
）
お
許
し
下
さ
る

が
、
自
然
は
決
し
て
許
さ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

神
様
か
ら
の
警
告
を
ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
？

神
を
敬
い
心
身
の
健
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

白
藤
の
花
咲
匂
う
綾
の
郷
　
機
の
模

様
も
　
明
か
な
る
ら
む
　
　
　（
香
）

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
感
染
予
防
対
策
の
継
続
と
し
て
現
在
月
次

祭
に
つ
い
て
は
規
模
を
縮
小
し
、
ラ
イ
ブ
配
信

等
試
行
錯
誤
で
行
っ
て
お
り
ご
不
自
由
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
。

 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
よ
い
本
苑
に
し
て
い

く
た
め
に
も
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に「
大
本
大
阪
本
苑
」

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
新
設

　

大
阪
本
苑
で
は
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
充
実
し
ま
し
た
。 

５
月
よ
り
「
人
類
愛
善
会

大
阪
」
を
開
設
し
、
月
次
祭
と
慰
霊
祭
の
生
配

信
や
「
令
和
の
生
き
が
い
公
開
講
座
」
を
配
信

し
て
き
ま
し
た
が
、
7
月
の
月
次
祭
か
ら
は
、

「
大
本
大
阪
本
苑
」
を
新
た
に
開
設
し
、
月
次

祭
や
本
苑
の
行
事
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、「
人
類
愛
善
会
大
阪
」
で
は
、
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
て
い
る
「
令
和
の

生
き
が
い
公
開
講
座
」
を
録
画
配
信
し
、
新
た

に
「
生
き
が
い
の
探
求
」
な
ど
の
朗
読
の
配
信

も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
2

つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
し
て
視
聴
し
て
い
た

だ
き
今
後
の
宣
教
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
後
の
本
苑
運
営
に
つ
い
て

　

本
部
で
は
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
伴
い
、

感
染
予
防
対
策
を
取
り
続
け
な
が
ら
祭
典
参
拝

・
研
修
会
開
催
等
の
自
粛
体
制
を
少
し
ず
つ
解

除
さ
れ
る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
苑
に
於
い
て
も
、「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」

の
「
三
密
」
状
態
を
回
避
す
る
行
動
を
継
続
し

な
が
ら
今
後
の
運
営
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
み
な
さ
ま
方
に
は
不
自
由
を
お
掛
け
致

し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

当
面
の
本
苑
月
次
祭
の
参
拝
に
つ
き
ま
し
て

　
は
各
分
所
支
部
か
ら
２
名
程
度
の
代
表
参
拝

　
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
直
会
は
ご
ざ
い

　
ま
せ
ん
の
で
各
自
マ
イ
ボ
ト
ル
の
ご
持
参
を

　
お
願
い
し
ま
す
。（
引
続
き
祭
典
の
ラ
イ
ブ

　

配
信
は
継
続
い
た
し
ま
す
）

● 

月
次
祭
に
参
拝
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、
出

　

来
ま
し
た
ら
平
日
本
苑
に
参
拝
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

来
苑
さ
れ
た
方
は
本
苑
玄
関
の
名
簿
に

　
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

● 

非
接
触
型
電
子
体
温
計
を
本
苑
玄
関
に
設
置

　
し
て
お
り
ま
す
の
で
各
自
検
温
し
て
も
ら
い

　
、
マ
ス
ク
・
消
毒
は
徹
底
し
て
下
さ
い
。

● 

月
次
祭
講
座
は
暫
く
お
休
み
し
、
常
設
講
座

　
・
教
本
認
定
講
座
は
再
開
し
ま
す
。
地
方
分

　
割
大
道
場
講
座
は
本
年
度
は
中
止
し
ま
す

【大本大阪本苑】
【人類愛善会大阪】

斎主月次祭祝詞・誕生祭祝詞奏上斎主月次祭祝詞・誕生祭祝詞奏上

乙姫様月次祭祝詞奏上乙姫様月次祭祝詞奏上

挨拶する伊藤忠茂本苑長挨拶する伊藤忠茂本苑長



　
日
本
で
は
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
社
会

の
様
々
な
状
況
も
刻
々
と
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
葬
儀
に
関
し
て
も
そ
の
変
化
は
著
し
く
、

家
族
葬
や
直
葬
な
ど
と
手
間
を
か
け
な
い
葬
儀

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
本
で
は
、
葬
儀
の

あ
り
方
は
聖
師
様
が
ご
制
定
さ
れ
ま
し
た
ま
ま

を
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

故
人
の
神
霊
を
安
ら
か
に
霊
界
に
お
送
り
す
る

葬
祭
の
本
来
の
意
義
は
失
わ
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
が
し
か
し
、
地
方
で
は
過
疎
化
が
進
み
、

大
本
式
の
葬
儀
が
困
難
な
地
方
機
関
も
少
な
く

な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
５
月
の
「
大

本
誌
」
に
、
大
本
の
葬
祭
式
の
基
本
は
全
く
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、①
招
魂
発
葬

式
（
一
日
葬
）②
新
霊
式
（
直
葬
）
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
の
事
情
が
変
化
す
る
中
、
大
本

葬
祭
も
そ
の
変
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
大
阪
本
苑
で
の
葬
儀
は
、
従
来
通
り
分
所

・
支
部
が
中
心
と
な
り
執
り
行
い
、
不
足
な
場

合
に
祭
務
部
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
く
事
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
体
制
に
は
何
ら
変
わ
り

は
有
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
度
こ
の
よ
う
な
状
況

を
鑑
み
、
よ
り
十
分
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
に

「
葬
祭
部
」
を
設
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
設

置
の
目
的
は
『
大
本
信
仰
を
貫
か
れ
亡
く
な
ら

れ
た
故
人
を
安
ら
か
に
霊
界
に
送
る
と
と
も
に

、
残
さ
れ
た
遺
族
の
意
志
を
十
分
に
理
解
し
葬

儀
を
円
滑
に
執
り
行
い
、
神
霊
の
霊
界
で
の
み

幸
は
い
を
祈
る
事
』
で
あ
り
ま
す
。
所
属
は
祭

務
の
管
轄
と
し
、
祭
務
部
が
神
祭
（
月
次
祭
、

大
祭
、
元
旦
祭
、
企
業
繁
栄
祭
、
遥
拝
祭
、
そ

の
他
）
を
中
心
と
す
る
祭
典
を
担
当
す
る
の
に

対
し
、
葬
祭
部
は
葬
儀
（
招
魂
式
、
発
葬
式
、

招
魂
発
葬
式
、
新
霊
式
）、
家
祭
式
、
毎
十
日

祭
、
五
十
日
合
祀
祭
、
百
日
祭
、
年
祭
、
合
祀

祭
、
墓
前
祭
、
そ
の
他
、
の
祭
典
を
執
り
行
い

葬
祭
部
の
設
置
に
つ
い
て

ま
す
。
ま
た
、
教
団
方
針
に
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
世
話
活
動
の
一つ
「
誠
心
会
員
に
よ
る
葬
儀

の
お
世
話
」（
葬
祭
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

誠
心
会
員
は
祭
務
担
当
と
連
携
し
て
、
祭
員
奉

仕
、
祭
員
養
成
、
誄
詞
作
成
講
習
な
ど
に
協

力
し
よ
う
）
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
誠
心
会
の

皆
様
に
も
ご
協
力
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「

葬
祭
部
」
の
体
制
を
構
築
（
喪
家
と
の
折
衝
、

葬
儀
社
と
の
折
衝
、
祭
官
・
伶
人
の
メ
ン
バ
ー

リ
ス
ト
の
確
立
、
葬
儀
諸
道
具
の
管
理
、
葬
祭

研
修
会
の
充
実
、
誄
詞
の
研
修
会
、
そ
の
他
葬

儀
に
関
す
る
様
々
な
事
）
を
し
、
円
滑
に
葬
儀

が
執
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本部方針により、６月の本苑滞在は控えさせてい
ただきます。機関、個人様からのご要請は、感
染拡大防止策を十分に講じ出向致します。
予定は定めませんがご遠慮無くご要請ください。
一日も早い新型コロナウイルス問題の終息と、
皆さまのご健康を心よりお祈り申し上げます。

●
高
熊
山
献
労
奉
仕

　
　
神
島
清
掃
の
ご
案
内

高
熊
山
献
労
奉
仕
【
予
定
】

【
日 

時
】
７
月
23
日
（
祝
・
海
の
日
）

【
集 

合
】
午
前
９
時
亀
岡
天
恩
郷
み
ろ
く
会
館
ピ
ロ
テ
イ
ー
前

神
島
清
掃
【
予
定
】

【
日 

時
】
７
月
26
日
（
日
）

【
参
加
費
】　

3
,
0
0
0
円

【
申 

込
】
大
阪
本
苑
青
松
会
ま
で

令和2年6月14日(2) 大阪本苑だより

 

帰
幽
報
告 

（
令
和
2
年
5
月
）

　
　
　

大
澤　
　

盛
秋　

毘
古　

　
　
　
　
　

4
月
10
日 

帰
幽　

享
年　

85
歳

　
　
　

北
山　

八
重
子　

毘
女　

　
　
　
　
　

4
月
24
日 

帰
幽　

享
年　

87
歳

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

な
に
は
づ
短
歌
会
開
催
報
告

　
5
月
の
短
歌
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
為
、
引
き
続
き
お
休
み
で
詠
草
を
提
出
し

浅
田
弘
子
先
生
に
添
削
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
出
詠
者
12
名
・
詠
草
24
首
）

　

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
前
日
（
土
）

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
5
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

慎
み
て
五
代
様
の
お
言
葉
を

ス
マ
ホ
に
聞
き
ゐ
る
籠
り
し
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
和
子

釡
の
湯
は
炭
熾
り
し
か
湯
気
た
ち
初
み

夫
と
薄
茶
飲
む
炉
閉
ぢ
る
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
文
子

神
饌
物
献
納
御
礼

　

先
月
の
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
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小藪資史特派在阪日程

遥拝

遥拝

本苑春季大祭・乙姫様月次祭
規模縮小【各家庭にて遥拝】ライブ配信
分所支部長会議 
直心会習字
宣教部会
常設講座
分所支部月次祭
お　茶
エスペラント講習会（初級）
お　茶
参事会
常設講座
エス語入門講座

運営委員会
常設講座
エスペラント講習会（初級会話）
お　茶
短歌会
誠心会幹事会
エス語入門講座
本苑月次祭（七夕まつり）
規模縮小（各分所支部から２名程度の代表参拝）
【各家庭にて遥拝】ライブ配信
分所支部長会議
世界連邦大阪愛善会支部役員会議
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●6月(一部) 行事予定

●7月(一部) 行事予定


